














































































































































































に用いられていた。逆行性peroneal flap、遠位茎sural flap、lateral calcaneal 
flapはいずれも皮膚潰瘍が踵部後面にかかっている症例に用いられていた。遊
離皮弁は皮膚潰瘍が大きい症例や皮膚潰瘍が複数部位に及んでいる症例に用
いられていた。手術時間は遊離皮弁と逆行性peroneal flapで長時間を要してい
た。
「考察」皮膚潰瘍の原因により皮弁による再建の適否が決まる。重症下肢虚血
による皮膚潰瘍では皮弁による再建の適応とならない。褥瘡は皮弁による再
建の良い適応であり、欠損の部位と大きさで皮弁を使い分けることができる。
外傷による皮膚潰瘍は血管損傷の状況により使用できる皮弁が制限される。
「まとめ」陰圧閉鎖処置をはじめとする創傷管理の進歩により、皮弁による皮
膚潰瘍の治療の適応は狭まっている。しかしながら人工物の露出など絶対適
応となる状況もある。多くの再建手段を持っていることが適切な治療に結び
つくと考えられる。
